






講演I

頭り働きと魚 どこまで証明されたか

奥山 冶美

名古屋市立大学薬学部教授

魚介類に豊かに含まれているDH A (ドコサ

ヘキサエン酸）が 、 学習能力を高めたり、

視力を強めたりすることが、 ネズミを使った

実験により証明されました。 また、 ガン、 ア

レルギ ー 、 心筋梗塞などの慢性疾患を抑制す

ることもわかりました。

食べ物が頭の働きに影響を毘える

本日のDHAシンポジウムのサプタイトル「魚を食べると頭の働

きがよくなる！ ！」 これは実はお隣の中国の言い伝え「吃魚可使頭

脳聡明」からきております。 イギリスにも同じ、 「Fish is brain 

food」 フィッシュがプレ ー ン（脳） ・ フ ー ドであるという言い伝え

があるそうです。 しかし、 こういう言い伝えがあるからといって、

本当に魚を食べると頭がよくなるかどうか、 みなさんほとんど疑っ

ておられる、 眉唾だと思っておられると私は思います。 食べ物か頭

の働きとか性格、 行動、 こういったものに影響を与えるなどという

話をしますと、 ほとんどの科学者はそういう考えを受け入れません。

それにはそれなりの理由があります。
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くプロフィ ー ル＞

奥山 治美（おくやま はるみ）

名古屋市立大学薬学部教授。 昭和14年徳島県生まれ、 51歳。 東京大

学薬学部卒、 同大学院博士課程修了後米国ミシガン大学医学部、 米

国ベイラ ー 医科大学留学。 日本薬学会奨励賞、 日本脂質生化学研究

会千田賞受賞。 専門／脂質生化学。

主な著書／「油 このおいしくて不安なもの」（農山漁村文化協会）
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講演Il 人の進化における

水産物の役割

マイケル ・ クロフォ ー ド

英国脳栄養化学研究所教授

文明は、 水と陸との接地点で誕生しました。

この事実は、 人間の進化と魚介類に含まれる

DHAに、 密接な関係のあることを物語って

いるのです。 脳の発達にとって、 DHAは欠

くことのできないものなのです。

魚介類が人間の脳の発達に大きく寄与

日本と英国の間にはいろいろな共通点があります。 両国とも島国

で、 本州があって、 その向こう側に大陸かあるわけで、 大陸をまた

ぐ形て両国は位置しているわけです。 また、 私どもはそれそれ独立

国として今まで生き残ってきました。 我々の周りは大洋で取り凹ま

れていますから、 英国も日本と同じように、 魚介類、 あるいは海濠

類に栄養の面でも収入の面でも頼ってきました。

ただ、 歴史的にいろいろと過ちも犯してきました。 イギリスが犯

した間違いのひとつは、 もちろん日本も犯しつつあるわけですか、

それは海産物あるいは海というのがいかに豊かな資源であるか、 を
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